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悼 会記事1

カムチ ャイ ・ライス ミッ ト助教授特別講演会

1998年7月3日 午後,タ イ国チ ュラロンコル ン大学経済学部助教授 カムチ ャイ ・ライ

ス ミフ ト氏が 「タイ経済 とその通貨危機;ポ ス トケイ ンジア ンは語 る」の演 題で講 演 し

た。氏 は1997年 来の東 アジア通貨危機 の発端 となった タイの通貨危機 の背景 を詳述 し,

以下の構成及 び内容で論 じられた。

1.通 貨危機の原因 として,.民 間り短期対外債務の急増,輸 出 ・株 価 ・不動 産の低迷

による不信感の高 まりと対 バー ツ攻撃(バ ーツの売 り圧力)の 加速,タ イ中央銀行 の

誤算 と政策的失敗,モ ラルハザー ドと制度的問題 を挙げ られた。外 貨導入 政策 として

のBIBF創 設 による短期資金 の流 入,イ ンフレ圧力,円 安に由来す るパー ツの割高,

輸出競 争力の低.下,経 常収支 の悪化,パ プルの崩壊,短 期資 金の流出等 が重な って.

.バー ツ売 り圧力 が増大 したことが述べ られた。

2.通 貨危機の波及 としては,資 本の海外流出 とバーツの急 落,不 良債権 の処理 と国

内金利の高騰,有 効嘉 要不足 による成長率の低下,国 内産業 の破綻 と失業 の不安等が

述べ られた。

3.通 貨危機が経済危機 を招い てい るとい う指 摘をす る通貨危機か ら経済危機への と

ころで は,IMFコ ンデ ィシ ョナ リテ ィー,黒 字財政が経 済危 機 を救 えるか,為 替相

場vs国 内金利,景 気 の底入れ はまだか,の 順 で述べ られた。 こ こではIMFの タイ

への融資 が韓国や イ ン ドネシアに比べて少ない ことを指摘 した上で,財 政赤字が今回

の危機 の原 因で はない こと,バ ー ツの高位安定 の.為の高金利政策が国内実物経済,特

に輸 出産 業,失 業等 に有害であ ることが 述べ られた。

4,通 貨危機 に対す る日本の役割 としては,東 アジア国際分業体制の構築,バ ブル崩

壊後 の日本経済の低迷,円 安体制 と雁行 形態 の神話,日 本は東 アジア経 済の雁行形態

の リー ダー になれ るのか,と の構 成で述べ られた。 日本 には束 ア.ジアの雁 行形態 の

リーダー と しての期 待が述 べ られた。 円高であれば,小 規模企業 も輸出が可能となる

が,円 安政策の もとではそれ も適 わない との指摘があ った。
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マ ネタリス トは対外均衡を重視 した高金利政策を主張 し,.一方 ポス トケインジアンは

国内均衡 重視 の内需主導型景気回復 を主張する。.今回の講演で ライス ミッ ト氏の主張は

この内後者 の主張 に近い。 尚、 フロアーか らバ ブルが崩壊 した後 もバー ツが 買われ た

(短期資 金が流.入した)原 因 に対 して質問がでたが,こ れ はタイバ ーツが米 ドルと固定

レー トで リンク してい た為で,バ ー ツ切 り下げを予想 しなか った外国短期資金が割安 感

の出た株価 ・土地価 を求めて流入 した ものである。タイ通貨危機の一原因 として ドル と

の固定 為替相場制度の採用の弊害を挙げた文献 と しては河合正弘の雑誌 『.世界 』の もの

がある。 一方,円 安放任政策 には批判がフ ロアーか らも述べ られた ことは特筆 したい。

今回のセ ミナーの肝要な点 は,〔1汐 イは対外均衡重視 の高金利政策ではな く国内実物

経 済を重 視ずべ きであ る点,(2為 替 レー トの米 ドル との固定 リンク制度 の弊害,(こ の

点 では東,東 南 アジアが円 を外貨準備 と して保有 する ことも一案 として提 案され た),

(3旧 卒 は東.東 南 アジアを視野にいれた経済政策 をと り,当 該地域の リー ダー としての

役割 を担 う期待が されている,と い う三点であ ろうか。

ラ イ ス ミ ッ ト氏 は 日本語 な らび に英 語 に堪 能 で タ イの経 済 原論,タ イ経 済論 の将 来 を

期 待 され て い る研 究 者 で あ る 。 また チ ュ ラロ ン コル ン大 学経 済 学 部 の 英 文紀 要`'Chula・

longkornJoumalofEconomics"の 編 集委 員 長で もあ る 。 今 回 の 講 演 で は国 内 均 衡,実

物 経 済 を 重 視 した ポ ス トケ イ ンジ ア ンの主 張 を述 べ られ た 。今 回 の 来 日で も,大 阪 大 学

等 で も講 演 し,日 本 と幅広 い交 流 の ネ ッ トワー ク を持 って お られ る。 氏 の.今後 の一 層 の

活 躍 を祈 りた い 、.
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